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第
33
回
大
阿
仁
分
館
祭
が
11
月
19
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
大
阿
仁
分
館
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
保
育
園
児
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
も
ろ
び
苑
、
松
森
延
寿

学
級
な
ど
高
齢
者
の
作
品
も
多
く
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
た
ち
は
、

作
品
の
で
き
ば
え
に
感
心
し
、
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
演
示
で
は
、
小
学
生
の
合
唱
、
大
正
琴
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
、

大
阿
仁
保
育
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
「
ス
ギ
ッ
チ

ダ
ン
ス
」
で
は
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
に
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
童
謡
の
こ
こ
ろ
」
と

題
し
た
講
演
で
は
、
今
ま
で
な

に
げ
な
く
歌
っ
て
い
た
童
謡
に

も
深
い
こ
こ
ろ
の
意
味
な
ど
あ
っ

た
事
を
知
り
、
あ
ら
た
め
て
愛

着
を
感
じ
歌
う
事
が
楽
し
く
童
心

に
返
っ
た
１
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

多彩な芸能を一堂に 　12月３日、中央公民館にて平成18年度「鷹巣地区

公民館まつり」が開催されました。 

当日は定期講座受講生、婦人学級など、２００名が

参加し、ステージ発表を楽しく鑑賞しました。 

 　発表部門では坊沢、沢口、七日市公民館の各館長

より地区公民館の活動を紹介。演示部門では栄公民

館（新舞踊講座）、綴子公民館（コーラスを楽しむ講座）

（舞踊サークル）、中央公民館（朗読ボランティアや

まびこ）、坊沢公民館（ゴリエアロ）、沢口公民館（舞

踊同好会）、七日市公民館（新舞踊講座）、中央公民

館（更正保護女性の会コーラス部）でそれぞれ活動

しているみなさんが、日頃の成果を十分に披露いた

しました。 

地域の交流を深めて
第33回阿仁公民館大阿仁分館祭 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

子どもたちのために

阿仁地区婦人会（バザー売上の寄付） 

　１１月１６日、阿仁地区婦人会（三杉営子会長）よ

り子育て支援ボランティア阿求道会（魚住吉二会長）

へ、バザーの売上金が寄付されました。 

　阿求道会は公民館活動を支えるボランティアとして、 

平成１０年に発足し、現在は子育て支援や青少年育成

のボランティアとして積極的に活動を行っています。 

　この日は、阿仁公民館で寄付金が手渡され、魚住会

長は「子どもを健全に育てる事業や子育て支援事業に

つかっていきたい」と感謝の意をあらわし、今後も積

極的に活動していきたいと意気込みも新たにしていま

した。 

平成18年度「鷹巣地区公民館まつり」 

▲大阿仁保育園の園児によるお遊戯「スギッ

チダンス」にも大きな拍手が送られました 

▲坊沢公民館のダンスサークル「ゴリエアロ」 

▲婦人会から寄付を受ける阿求道会の魚住会長 

 

 １２月１６日、異文化理解を目的に実施している

ちびっこチャレンジクラブのクリスマスパーティー

がおこなわれました。いつもはそれぞれの地区（旧

４町単位）でおこなわれていますが、今回は全部

の教室が一堂に集まり、参加者は１０２名。また、

指導員の先生も６名参加し、それぞれが役割分担

しながらパーティーを盛り上げました。 

　
今
回
は
森
吉
図
書
館
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　
森
吉
図
書
館
は
来
館
者
の
読
み
た
い
図
書
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
。
館
内
に
無
い
本
は
県
立
図
書
館
に
手
配
い
た
し

ま
す
の
で
、
遠
慮
し
な
い
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
新
刊
図
書
の
ご
案
内 

「
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、
教
師
に
な
る
」 

　
　
宮
本
延
春
・
著
　
角
川
書
店 

　
中
学
３
年
で
漢
字
は
自
分
の
名
前
し
か
書
け
ず
、
数
学

は
九
九
の
２
の
段
ま
で
。
あ
る
出
会
い
で
運
命
が
変
わ
り
、

生
徒
に
慕
わ
れ
る
教
師
に
な
る
ま
で
の
涙
の
人
間
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
。 

「
華
の
棺
」 

　
　
西
村
京
太
郎
・
著
　
朝
日
新
聞
社 

 

ミ
ス
テ
リ
ー
の
女
王
・
山
村
美
紗
、
没
後
十
年
。
三
十

年
来
の
恋
人
、
西
村
京
太
郎
が
愛
惜
の
思
い
を
込
め
て
つ

づ
る
長
編
小
説
。 

「
格
差
社
会
―
何
が
問
題
な
の
か
」 

　
　
橘
木
俊
詔
・
著
　
岩
波
書
店 

 

低
所
得
労
働
者
の
増
大
、
新
し
い
貧
困
層
の
出
現
、
奪

わ
れ
る
機
会
の
平
等
？
。
い
ま
日
本
社
会
に
何
が
起
き
て

い
る
の
か
。 

「
あ
な
た
に
逢
え
て
よ
か
っ
た
」 

　
　
新
堂
冬
樹
・
著
　
角
川
書
店 

　
も
し
、
か
け
が
え
の
な
い
人
が
自
分
の
存
在
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
ら
？
　
記
憶
障
害
と
い
う
過
酷
な
運
命
の
中
で
、

二
人
は
ひ
た
む
き
に
生
き
て
ゆ
く
。
「
忘
れ
雪
」
「
あ
る

愛
の
詩
」
に
続
く
純
愛
小
説
三
部
作
、
完
結
篇
。 

 

■
新
刊
児
童
図
書 

ジ
ュ
ニ
ア
版
「
涙
そ
う
そ
う
」 

　
吉
田
紀
子
・
著
　
汐
文
社 

　
沖
縄
で
育
っ
た
、
兄
ィ
ニ
ィ
と
妹
の
小
さ
な
歴
史
と
　

大
き
な
愛
の
物
語
。 

「
い
の
ち
の
作
文
」
〜
難
病
の
少
女
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

　
綾
野
ま
さ
る
・
著
　
ハ
ー
ト
出
版 

 

そ
れ
は
「
い
ま
生
き
て
い
る
こ
と
の
喜
び
と
命
の
大
切

さ
」。 

 

▼
２
・
３
歳
児
向
け
か
み
し
ば
い 

「
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
ゆ
き
だ
る
ま
」
仲
川
道
子
・
作 

「
お
さ
ん
ぽ
わ
ん
く
ん
」
し
ば
は
ら 

ち
・
作 

 

▼
４
・
５
歳
児
向
け
か
み
し
ば
い 

「
三
び
き
の
く
ま
」
イ
ギ
リ
ス
民
話
よ
り 

「
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
の
ぼ
う
け
ん
」 

　
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
よ
り 

「
五
つ
ぶ
の
え
ん
ど
う
ま
め
」
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
よ
り 

   ■
お
知
ら
せ 

　
幼
児
向
け
か
み
し
ば
い
、
絵
本
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
貸
出
カ
ー
ド
も
作
れ
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
皆
さ
ん
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
前
田
公
民
館
に
も
一
般
図
書
、
児
童
図
書
を
置

い
て
あ
り
ま
す
。
２
カ
月
に
１
回
本
を
交
換
し
ま
す
。 

図書館
図書室
INFOMATION

「ちびっこチャレンジクラブ合同パーティー」
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あくどう 

あくどう  

ま
つ
も
り
え
ん
じ
ゅ 


